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歯
科
臨
床
学
術
部
は
、
戸

原
玄
氏
（
日
本
大
学
歯
学
部

摂
食
機
能
療
法
学
准
教
授
）

を
講
師
に
１
月
16
日
、
生
涯

研
修
「
摂
食
・
嚥
下
リ
ハ
ビ

内視鏡で実演しながら嚥下障害の診断法を
解説する戸原玄氏＝１月16日、Ｍ＆Ｄホール

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
評

価
・
診
断
」
を
開
い
た
。
会

員
や
ス
タ
ッ
フ
95
人
が
参
加

し
た
。

　

戸
原
氏
は
、
現
場
で
の
実

例
を
示
し
な
が
ら
、「
食
事

の
摂
取
方
法
に
お
い
て
適
切

な
方
法
と
現
状
の
方
法
に
乖

離
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
経
管
栄
養
に
す
べ
き
と

こ
ろ
を
普
通
食
や
ミ
キ
サ
ー

食
を
与
え
る
と
肺
炎
を
起
こ

す
」
と
指
摘
し
た
。

　

嚥
下
障
害
は
見
た
目
で
は

判
別
不
可
能
で
あ
る
た
め
、

Ｖ
Ｅ
（
内
視
鏡
）
や
Ｖ
Ｆ

（
造
影
）
に
よ
る
精
査
が
必

要
で
あ
る
。
摂
食
・
嚥
下
障

害
に
よ
り
生
じ
る
病
気
は
、

誤
嚥
性
肺
炎
が
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
窒

息
や
脱
水
、
低
栄
養
が
挙
げ

ら
れ
る
。
特
に
窒
息
で
年
間

数
千
人
が
死
亡
し
て
い
る
。

　

脳
血
管
障
害
で
ま
ひ
が
発

1
月
度
生
涯
研 戸原氏、医療連携の必要性を強調

嚥下診断は内視鏡・造影で

生
し
て
も
、
嚥
下
障
害
は
経

時
的
に
改
善
し
て
い
く
。
６

カ
月
後
に
は
障
害
が
残
る
割

合
は
０
・
２
％
ま
で
改
善
さ

れ
る
。
し
か
し
、
２
カ
月
ご

と
に
転
院
を
繰
り
返
す
現
状

で
は
、
一
貫
し
て
患
者
を
観

察
で
き
な
い
た
め
、
結
果
、

い
つ
ま
で
も
胃
ろ
う
の
ま
ま

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
な
乖
離
を
避
け
る
た
め

に
は
、
職
種
間
で
連
絡
を
密

に
し
、
問
診
・
診
察
、
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
、精
査
・
診
断
、

摂
食
訓
練
を
医
療
連
携
チ
ー

ム
で
対
応
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の

改
善
に
も
役
立
つ
と
し
た
。

　

戸
原
氏
は
、
評
価
・
診
断

の
具
体
的
な
手
順
に
つ
い

て
、
①
患
者
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
問
診
②
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
の
実
施
（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
テ
ス
ト
は
複
数
行
う
こ
と

が
望
ま
し
い
）
③
精
査
が
必

要
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
Ｖ
Ｅ

・
Ｖ
Ｆ
を
専
門
医
に
依
頼
④

摂
食
・
嚥
下
リ
ハ
で
改
善
さ

れ
る
な
ら
、家
族
の
協
力
の

も
と
、チ
ー
ム
で
経
管
か
ら

経
口
へ
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
改
善
を

目
指
す―

―
と
説
明
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
動
画
を
多

く
示
さ
れ
病
態
が
非
常
に
わ

か
り
や
す
か
っ
た
。
最
後
に

内
視
鏡
を
用
い
た
デ
モ
が
行

わ
れ
た
。
術
者
の
技
術
に
も

よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
痛
み

も
な
く
鮮
明
な
画
像
が
見
ら

れ
た
。 （
東
住
吉
区
・
森
啓
）

　

大
阪
市
内
４
地
区
は
合
同

で
「
４
月
か
ら
困
っ
た
困
っ

た―

個
別
指
導
と
明
細
書
発

行
」
を
１
月
22
日
、
Ｍ
＆
Ｄ

ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
講
師
は

小
澤
力
副
理
事
長
が
務
め
、

会
員
56
人
が
参
加
し
た
。

　

小
澤
氏
は
、
個
別
指
導
の

傾
向
に
つ
い
て
最
新
の
デ
ー

タ
を
基
に
講
演
し
た
。
最
近

で
は
、
新
規
指
導
に
つ
い
て

も
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

指
導
は
従
来
に
比
べ
30
分
長

い
２
時
間
に
な
っ
て
お
り
、

持
参
物
も
多
岐
に
わ
た
り
増

加
。
自
主
返
還
な
ど
の
事
例

も
出
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
た
。

　

従
来
の
集
団
的
個
別
指
導

で
は
、
対
象
者
を
レ
セ
プ
ト

１
枚
当
た
り
の
平
均
点
数
上

位
４
％
と
し
て
い
た
が
、
現

在
で
は
上
位
８
％
に
倍
増
し

て
い
る
。
内
部
通
報
で
指
導

に
か
か
る
場
合
も
あ
る
と
し

て
、
注
意
を
呼
び
か
け
た
。

　

小
澤
氏
は
、
対
策
と
し
て

カ
ル
テ
の
整
備
を
き
っ
ち
り

し
た
上
で
、
指
導
時
に
は
録

音
す
る
こ
と
が
大
切
と
強

調
。
録
音
の
可
否
を
尋
ね
る

の
で
は
な
く
、
後
学
の
た
め

に
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

明
確
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要

と
説
明
し
た
。
弁
護
士
の
帯

同
の
活
用
を
訴
え
、
弁
護
士

を
帯
同
す
る
場
合
は
契
約
書

を
交
わ
す
よ
う
指
摘
し
た
。

　

明
細
書
発
行
に
つ
い
て

は
、
レ
セ
プ
ト
電
子
請
求
の

医
療
機
関
で
あ
っ
て
も
発
行

不
要
と
な
る
ケ
ー
ス
を
紹
介

し
た
。
小
澤
氏
は
、
明
細
書

は
医
療
機
関
へ
の
患
者
の
不

信
を
あ
お
り
、
通
報
か
ら
指

導
強
化
へ
結
び
つ
け
る
も
の

だ
と
指
摘
。
患
者
の
希
望
に

基
づ
く
発
行
を
原
則
と
し
、

義
務
化
撤
回
を
求
め
て
い
く

と
訴
え
た
。

 

（
淀
川
区
・
松
本
博
）

歯
科
医
療
機
器

　

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
自
動
現
像
機

（
機
種
・
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
Ｄ
）。

取
り
に
来
て
い
た
だ
け
る
方

に
、
無
料
で
お
譲
り
し
ま

す
。

　

２
０
０
７
年
７
月
購
入
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
処
分
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

使
用
頻
度
は
多
く
な
い
の

で
、
十
分
使
用
可
能
で
す
。

【
連
絡
先
】
し
ま
ぶ
く
ろ
歯

科
医
院　

℡
06―

６
６
７
５

―

０
４
１
８

録
音
の
意
思
表
示
は
明
確
に

指
導
対
策
は
カ
ル
テ
整
備
が
基
本

譲
り
ま
す

嗣
、
樽
床
伸
二
、
中
川

治
、
中
島
正
純
、
中
野
寛

成
、
長
安
豊
、
萩
原
仁
、

平
野
博
文
、
藤
村
修
、
村

上
史
好
、
吉
田
お
さ
む
、

渡
辺
義
彦
（
民
主
・
参
）

梅
村
聡
、
尾
立
源
幸
、
藤

原
正
司

（
自
民
・
衆
）
竹
本
直

一
、
谷
畑
孝
、
西
野
あ
き

ら
、
松
浪
健
太
、
柳
本
卓

【
面
談
】

（
民
主
・
衆
）
長
尾
敬

（
共
産
・
衆
）
吉
井
英
勝

（
社
民
・
衆
）
服
部
良
一

【
秘
書
対
応
】

（
民
主
・
衆
）
稲
見
哲

男
、
大
谷
啓
、
大
谷
信

盛
、
熊
谷
貞
俊
、
熊
田
篤

要
請
議
員
一
覧

１・
27
国
会
行
動

　本書は妊娠と薬剤の基本的知識から、妊娠中
の薬剤使用のポイントまでをわかりやすく解
説。薬剤危険度を評価した点数（0～5点の６段
階）に加え、その評価の根拠となる情報量も表
記。服薬前・後の具体的な対応例を示し、患者
の不安解消や適切な服薬支援に役立ちます。
　「妊娠と薬」分野で日本をリードする虎ノ門病
院で集積した相談事例10,000例のほか、国内外
の催奇形性に関するデータも集積しています。

定価13,650円（本体13,000円）／お問合せ・ご注文は、
㈱じほうまで、㉚0120-189-015／㉓06-6231-7061

2010年12月発行

10,000例の相談事例とその情報

実践 妊娠と薬 第２版

大阪市との国保交渉に100人を超える市民が参加した
＝１月24日、大阪市内 　　　　　　　　　　　　　

べ
て
の
人
か
ら
「
公
平
に
ご

負
担
い
た
だ
く
」
と
、
平
然

と
言
い
放
っ
た
。

　

差
し
押
さ
え
解
除
の
相
談

に
訪
れ
た
市
民
に
対
し
、
都

島
区
で
は
職
員
が
「
全
額
支

払
い
や
、
死
ぬ
か
生
き
る
か

の
状
態
以
外
は
解
除
を
認
め

な
い
」、
ま
た
、
淀
川
区
で

は
「
１
期
分
納
め
な
い
と
短

期
証
を
出
さ
な
い
」
と
の
対

応
だ
っ
た
。よ
く
す
る
会
は
、

「
こ
れ
ら
の
対
応
は
大
阪
市

の
指
導
で
は
な
い
の
か
」
と

追
及
し
た
。
当
局
は
、
都
島

区
の
事
例
に
つ
い
て
は
「
事

実
関
係
を
調
査
す
る
」
と

し
、
淀
川
区
に
つ
い
て
は
対

応
の
誤
り
を
認
め
た
。

　

交
渉
で
は
、「
あ
る
開
業

医
か
ら
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん

が
最
近
、
来
ら
れ
な
い
。
心

配
だ
」「
窓
口
に
来
て
い
る

の
は
医
療
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
人
、
資
格
書
を
も
ら
っ

て
も
受
診
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
な
ど
の
訴
え
に
、
当

局
は
「
緊
急
に
医
療
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
申
し

出
が
あ
れ
ば
発
行
す
る
」
と

回
答
し
た
。

３
万
５
千
世
帯

が
「
無
保
険
」

　

大
阪
市
の
収
納
強
化
に
よ

っ
て
、
保
険
証
が
「
留
め
置

き
」
状
態
な
ど
の
実
質
無
保

険
と
な
っ
て
い
る
世
帯
は
、

通
常
証
で
１
６
２
９
世
帯
、

　

大
阪
市
で
は
、
昨
年
11
月

か
ら
国
保
料
が
払
え
な
い
市

民
に
対
し
て
、
①
過
去
の
滞

納
が
１
円
で
も
あ
れ
ば
短
期

証
を
発
行
②
前
年
度
に
滞
納

が
あ
れ
ば
保
険
証
を
窓
口
留

め
置
き
に
す
る―

―
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
裁
措
置
を
強

行
し
て
い
る
。

31
万
円
の
預
金

を
差
し
押
さ
え

　

交
渉
で
は
、
よ
く
す
る
会

が
、
わ
ず
か
31
万
円
の
預
金

を
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
町
工

場
を
経
営
す
る
76
歳
の
男
性

の
例
を
紹
介
。
男
性
は
高
齢

の
妻
と
け
が
で
働
け
な
い
息

子
の
３
人
家
族
で
、
月
４
万

円
の
年
金
で
生
活
し
て
い

た
。
よ
く
す
る
会
は
、
最
低

限
の
生
活
費
の
差
し
押
さ
え

を
禁
止
し
た
地
方
税
法
に
反

す
る
と
追
及
。
当
局
は
、
す

　

今
日
か
明
日
か
死
ぬ
よ
う
な
人
で
な
け
れ
ば
、（
差
し

押
さ
え
を
）
解
除
し
な
い
の
か―

―

。
大
阪
市
が
国
保
料

の
取
り
立
て
を
強
化
す
る
な
か
で
、
医
療
関
係
団
体
や
業

者
団
体
な
ど
で
つ
く
る
「
大
阪
市
の
国
保
を
よ
く
す
る

会
」（
以
下
、
よ
く
す
る
会
）
は
１
月
24
日
、
同
市
と
国

保
改
善
を
求
め
て
交
渉
し
た
。

治
（
自
民
・
参
）
北
川
イ

ッ
セ
イ

（
公
明
・
衆
）
池
坊
保

子
、
佐
藤
茂
樹
（
公
明
・

参
）
石
川
博
崇
、
白
浜
一

良
、
山
本
香
苗

（
共
産
・
衆
）
宮
本
岳
志

（
共
産
・
参
）
山
下
芳
生

（
無
所
属
・
衆
）
辻
元
清

美

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

短
期
証
で
２
万
１
８
７
６
世

帯
、
資
格
書
の
発
行
１
万
１

５
４
０
世
帯
と
合
わ
せ
て
３

万
５
千
を
超
え
る
。
12
月
27

日
の
『
毎
日
新
聞
』
の
報
道

で
は
、
３
千
人
も
の
子
ど
も

が
無
保
険
状
態
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　

ま
た
、
同
市
で
は
国
保
加

入
49
万
世
帯
の
う
ち
、
15
万

世
帯
が
滞
納
し
て
い
る
。
そ

の
45
％
に
あ
た
る
６
万
７
０

０
０
件
の
財
産
調
査
を
目
標

に
し
、
１
割
の
６
７
０
０
件

を
差
し
押
さ
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
よ
く
す
る
会
は
、
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
実
態
を
示

し
な
が
ら
大
阪
市
の
国
保
改

善
を
求
め
て
交
渉
な
ど
を
実

施
す
る
予
定
だ
。

〝
明
日
死
ぬ
状
態
な
ら
差
押
解
除
〞

大阪市国保

容
赦
な
い
取
り
立
て
明
ら
か
よくする会
が市と交渉

市内４地区


